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研究成果の概要（和文）：本研究は、規制帝国としてのＥＵ（ヨーロッパ連合）を分析した。こ

の研究は、グローバル化する現代世界にあって、世界標準と規制の設定が経済的競争力のみな

らず政治的影響力を左右するという認識に基づき、この分野 で米国と並ぶ力を持つＥＵの力の

源泉を、歴史と現状の両面において解明しようとするものであった。これは同時に、これまで

チームで取り組んできたヨーロッパ統合史の研究をさらに発展させ、従来の研究で軽視されて

きた規制分野におけるＥＵの帝国的な権力の検討に接続させ、その影響力の条件を明らかにし

た。

研究成果の概要（英文）：The present research project analysed the Euripean Union as a regulatory
empire. Its underlying perception was that, in the age of globalization, the politics of global standards
and regulations was the key to understanding the economic competitions as well as political influence in
the current world. The EU parallels the US in this area of setting global standards and regulations, and
this project clarified the conditions with which the EU exerts its influence in the world political
economy.
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１．研究開始当初の背景

ＥＵ、規制、帝国の３つのキータームを扱
う本研究を着想するにいたったのは、ヨーロ
ッパ統合史、グローバル・ガバナンス、帝国
の３つの研究が交錯し、その交錯点における

学術的な発展可能性に手ごたえを感じ、ＥＵ
の規制権力を正面から取り上げ、その歴史的
形成から現況までを本格的に解明するべき
だと考えたことによる。
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本研究は、規制帝国としてのＥＵ（ヨーロ
ッパ連合）を、その形成過程に遡って分析す
ることを目指した。それは、グローバル化す
る現代世界にあって、世界標準と規制の設定
が経済的競争力のみならず政治的影響力を
左右するという認識に基づき、この分野で米
国と並ぶ力を持つＥＵの力の源泉を、歴史と
現状の両面において解明しようとするもの
であった。これは、これまでチームで取り組
んできたヨーロッパ統合史の研究をさらに
発展させ、従来の研究で軽視されてきたＥＵ
の帝国的な権力の検討に接続させる新しい
試みとなるよう企図した。

３．研究の方法

本研究では、４年間の期間を用いて、「規
制帝国」としてのＥＵの歴史的形成過程を分
析し、現状のＥＵ理解を前進させる。具体的
には、以下の３つを追究するよう努めた。
(1) 現状分析：政策分野ごとのＥＵ規制力の
経験的検討。とくに、環境、開発、標準化、
知的財産、生命倫理等に力を入れる。この際、
官民両セクター及びＥＵ・国家等の重層的な
アクター配置に留意。
(2) 歴史的検討：ＥＵの規制・標準化権力の
制度的形成の歴史を 1950 年代末に遡り検討
する。とくに、域内大国フランスと域外大国
イギリスへの影響に留意し、またＣＥＮ（欧
州標準化委員会）などの制度的起源を重視す
る。
(3) 政治学的考察：(1)と(2)の政治学的含意
の検討。特にＥＵの権力作用や帝国性を考察
し、米国一極集中の下の世界秩序、そして日
本の立ち位置への影響を検討する。

４．研究成果

本研究は、規制帝国としてのＥＵ（ヨーロ
ッパ連合）を分析した。この研究は、グロー
バル化する現代世界にあって、世界標準と規
制の設定が経済的競争力のみならず政治的
影響力を左右するという認識に基づき、この
分野で米国と並ぶ力を持つＥＵの力の源泉
を、歴史と現状の両面において解明しようと
するものであった。これは同時に、これまで
チームで取り組んできたヨーロッパ統合史
の研究をさらに発展させ、従来の研究で軽視
されてきた規制分野におけるＥＵの帝国的
な権力の検討に接続させ、その影響力の条件
を明らかにした。

このような問題意識に基づき、分担者がい
ずれかに関わり、その外延に多くの新たな研
究上のパートナーを得る形で、２冊の大きな
著作を公刊することができた。一つ目は、Ｅ
Ｕという規制体の複線的な史的形成を追跡

した『複数のヨーロッパ』（板橋拓己との共
編、北海道大学出版会、2010 年、341 頁）、
もう一冊は、より現状分析に焦点を当て、グ
ローバル化時代のＥＵの規制標準設定力を
分析評価した『ＥＵの規制力』（鈴木一人と
共編、日本経済評論社、2012 年、284 頁）で
ある。これにより、危機の向こう側にあるＥ
Ｕの規制分野での力の理解を進展させると
ともに、とりわけ、政策ごとのＥＵの影響力
に落差が見られることなどを手掛かりに、グ
ローバル・スタンダードや規制が実際にどの
ように形成されているのかを具体的に解明
することができたと考えられる。
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